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(
λ

門

こ
一
を

と

じ

て

く

だ

さ

い

)

O 

'、.戸、

統
一
地
方
選
挙
(
県

議
会
議
員
・
市
議
会
議

員
)
が
四
月
'に
お
こ
な

わ
れ
ま
す
。
市
で
も
こ

れ
を
有
権
者
の
皆
さ
ん

に
再
認
識
し
て
い
た
だ

く
意
味
で
、
庁
舎
玄
関

前
に
グ
明
る
く
正

L
い

統
一
地
方
選
挙
μ

の
タ

レ
幕
を
か
ざ
り
道
ゆ
く

人
に
無
言
の
呼
び
か
け

を
お
こ
な
っ
て
い
ま
す

さ
き
に
、
お
こ
な
わ

れ
た
グ
地
方
選
挙
推
進

大
会
μ

で
も
、
違
反
者

を
出
す
ま
い
、
と
決
議

文
を
発
表
、
更
に
、
棄

権
者
を
な
く
そ
う
と
、

投
票
の
義
務
を
強
調
し

ま
し
た
。

H
H

明
る
く
、
正
し
い

そ
し
て
清
い
μ

と
い
う
文
字
に
、
は
ず

か
し
く
な
わ
、
一
票
を

大
切
に
、
明
日
に
向
っ

て
飛
躍
す
る
豊
か
な
住

み
よ
い
大
村
市
を
作
る

た
め
に
行
使
し
た
い
も

の
だ
、
と
思
い
ま
す
。
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国
の
予
算
編
成
方
針
に
準
じ

重
点
主
義
に
徹
し
た
い

住
み
よ
い
大
村
と

μ

人
情
つ
く
り
μ

本
日
こ
こ
に
、
昭
和
時
年
度
の

施
政
方
針
の
大
要
に
つ
い
て
、
ご

説
明
い
た
し
た
い
と
存
じ
ま
す
。

ま
ず
、
予
算
の
編
成
方
針
に
つ

い
て
申
し
述
べ
ま
す
と
、

基
本
的

に
は
、
国
の
予
算
編
成
方
針
に
準

じ
て
重
点
主
義
に
徹
し
、
節
度
あ

る
運
用
を
行
な
う
こ
と
と
し
て
、

編
成
に
あ
た
り
ま
し
た
。

特
に
道
路
の
舗
装
整
備
、

教
育

環
境
の
整
備
、
住
宅
の
建
設
、
社

会
福
祉
の
充
実
、
環
境
衛
主
諸
施

設
の
整
備
、
明
る
く
住
み
よ
い
大

村
市
の
基
調
と
な
る
「
人
づ
く
り

」
企
業
誘
致
、
空
港
対
策
、
交
通

安
全
対
策
等
に
つ
い
て
、
財
源
を

重
点
的
に
配
分
し
、
経
常
経
費
の

節
減
、
合
理
化
を
は
か
る
と
と
も

に
新
規
の
経
費
は
緊
急
且
重
要
な

も
の
を
配
慮
し

γ
計
上
い
た
し
ま

し
た
。以
上
の
よ
う
な
方
針
に
基
づ
い

て
編
成
い
た
し
ま
し
た
一
般
会
計

/ 

予
算
の
規
模
は
、
一
二
十
億
二
千
三

百
八
十
七
万
五
千
円
で
前
年
度
当

初
に
比
し
、
四
十
八
・
七
%
の
伸

び
で
、
九
億
八
千
九
百
九
十
三
万

三
千
円
の
増
と
な
っ
て
お
り
ま
す

各
款
別
の
内
訳
は
、
お
手
許
に

差
上
げ
て
お
り
ま
す
予
算
案
の
と

お
り
で
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
省
略

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

歳
出
に
お
け
る
予
算
総
額
を
経

費
別
に
大
別
し
ま
す
と
、
投
資
的

経
費
が
十
一
億
九
千
四
百
二
十
二

万
円
で
、
消
費
的
経
費
が
八
億
七

千
四
百
十
八
万
円
、
そ
の
他
の
経

費
が
九
億
五
千
五
百
四
十
六
万
円

で
あ
り
ま
す
。

こ
の
歳
出
を
ま
か
な
う
裏
付
け

と
し
て
の
歳
入
に
お
い
て
は
、

市

税
が
四
億
八
千
七
百
九
十
七
万
二

千
円
で
、

前
年
度
当
初
に
比
し
六

千
七
百
六
十
六
万
七
千
円
の
増
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。

地
方
交
付
税
で
は
、
普
通
交
付

税
が
六
億
千
三
百
万
円
で
前
年
度

当
初
に
比
し

一
億
六
千
二
百
万
円

の
増
を
見
込
ん
で
お
り
ま
す
。

収
益
事
業
収
入
は
、
競
艇
事
業

収
入
と
し
て
五
億
八
千
万
円
を
計

上
し
、
前
年
度
当
初
に
比
し
、
二

億
九
千
二
百
万
円
の
増
と
な
っ
て

お
り
ま
す。

国
庫
支
出
金
に

つ
い
て
は
六
億

二
千
五
百
三
十
二
万
五
千
円
を
、

県
支
出
金
に
つ
い
て
は
、
八
千
九

百
六
十
四
万
七
千
円
を
計
上
し
て

お
り
ま
す
。

市

債

に

つ

い

て

市
債
に
つ
き
ま
し
て
は
、
体
育

館
建
設
、
住
宅
建
設
、
学
校
建
設

道
路
整
備
、
漁
港
整
備
、
災
害
復

旧
事
業
、
都
市
計
画
整
備
等
、
合

計
二
億
三
千
九
百
六
十
万
円
を
計

上
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

企
業
行
政
に
つ
い
て

企
業
行
政
に
つ
き
ま
し
て
は
、

さ
き
の
臨
時
議
会
に
昭
和
六
十
年

を
目
標
と
し
た
基
本
構
想
に
つ
い

て
提
案
申
し
あ
げ
、
ご
審
議
い
た

だ
い
て
お
り
ま
す
が
‘
こ
れ
を
是

非
議
決
い
た
だ
き
、
こ
れ
に
も
と

づ
い

て
基
本
計
画
、

実
施
計
画
を

す
す
め
、
こ
れ
と
合
わ
せ
て
、
広

8
 ・4‘

域
行
政
の
推
進
に
あ
た
っ
て
も
行

政
の
効
率
化
を
検
討
し
な
が
ら
、

住
民
福
祉
の
向
上
の
た
め
、
大
い

に
活
用
し
て
参
り
た
い
と
存
じ
ま

す。
又
か
ね
て
念
願
の
九
州
横
断
自

動
車
道
の
早
期
着
工
、
並
び
に
新

幹
線
の
当
市
乗
り
入
れ
に
つ
い
て

も
、
さ
ら
に
一
層
の
努
力
を
重
ね

て
参
り
ま
す
。

企
業
誘
致
に
あ
た
っ
て
は
、
公

害
問
題
が
大
き
く
と
り
あ
げ
ら
れ

水

資

源

の

資

金

運

用

水
資
源
の
開
発
に
つ
き
ま
し
て

は
、
昨
年
に
引
き
つ
づ
き
地
下
水

の
確
保
、
並
び
に
こ
れ
に
関
連
す

る
影
響
等
に
つ
い
て
調
査
を
実
施

す
る
考
え
で
あ
り
、
こ
の
ほ
か
、

開
発
公
社
の
資
金
運
用
の
円
滑
化

を
は
か
る
た
め
、
金
融
機
関
に
預

て
い
る
今
日
、
公
害
の
な
い
も
の

を
誘
致
す
る
よ
う
慎
重
を
期
し
、

こ
れ
に
伴
う
労
働
力
の
確
保
に

つ

い
て
も
県
外
流
出
を
防
ぎ
、
地
元

企
業
に
定
着
す
る
よ
う
‘
あ
ら
ゆ

る
対
策
を
講
じ
た
い
と
思
い
ま
す

新
空
港
の
建
設
に
あ
た
り
ま
し

て
は
、

関
係
者
の
方
々
に
対
す
る

諸
対
策
、
並
び
に
地
域
振
興
の
た

め
の
関
連
事
業
等
に
つ
い
て
、
国

県
当
局
と
充
分
協
議
し
な
が
ら
最

善
の
努
力
を
い
た
し
ま
す
。

開

発

との

円

滑

化

託
す
る
ほ
か
、
別
途
貸
付
措
置
を

行
な
い
、
金
融
機
関
か
ら
の
借
り

入
れ
に
対
す
る
損
失
補
償
摂
度
額

に
つ
い
て
は
、
五
億
円
に
増
額
し

事
業
の
推
進
を
は
か
り
た
い
と
脊

じ
て
お
り
ま
す
。

火
災
の
起
こ
り

ゃ
す
い
季
節
で
す

ム
煙
突
の
ひ
び
わ
れ
や
、
破
損
し

て
い
る
も
の
は
修
理
し
ま
し
ょ
う

ム
空
地
に
草
が
空
い
繁
り
、
子
供

の
火
遊
び
ゃ
、
通
行
人
の
タ
バ
コ

の
投
げ
捨
て
で
火
災
に
な
っ
た
例

が
あ
り
ま
す
。
刈
り
取
っ
て
く
だ

さ
い
。

ム
花
見
な
ど
外
出
の
機
会
が
多
く

な
り
ま
す
。
野
山
で
の
タ
バ
コ
の

投
げ
捨
て
は
絶
対
や
め
ま
し
ょ
う

t
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も
れ
な
く
清
き

投
票
時
間
は

ー一一一-"‘

票
を

午
前
七
時
か
ら
午
後
六
時
ま
で

来
る
四
月
十
一
日
は
長
崎
県
議

会
議
員
一
般
選
挙
の
投
票
日
で
す

投
票
時
間
は
午
前
七
時
か
ら
午
後

六
時
ま
で
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

ふ
だ
ん
着
の
ま
ま
一
人
、
も
れ
な
く

正
し
い
投
票
を
い
た
し
ま
し
ょ
う

せ
っ
か
く
投
票
し
て
も
次
の
よ

は
四
月
か
ら
受
付

う
な
投
票
は
無
効
と
な
り
ま
す
。

注
意
し
ま
し
ょ
う
。

①
正
規
の
投
票
用
紙
で
な
い
も
の

①
投
票
用
紙
に
二
人
以
上
の
氏
名

を
書
い
た
も
の
。

①
候
補
者
の
氏
名
の
ほ
か
余
計
な

こ
と
を
書
い
た
も
の
(
敬
称
、

り

五
月
か
ら
五
千
円
を
支
給

おおむ

国
民
年
金
の
保
険
料
を
完
納
さ

れ
た
人
は
、
老
令
年
金
の
請
求
手

続
き
を
つ
ぎ
の
要
領
で
お
こ
な
っ

て
く
だ
さ
い
。

明
治
三
十
九
年
四
月
二
日
か
ら

同
年
五
月
一
日
ま
で
に
生
ま
れ
た

人
は
四
月
中
に
、
そ
れ
以
後
は
、

満
六
十
五
才
に
な
っ
た
と
き
に
手

続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。
月
々
に

五
月
か
ら
五
千
円
支
給
さ
れ
ま
す

な
お
、
手
続
き
に
は
、
国
民
年

金
手
帳
と
印
か
ん
が
必
要
で
す
。

ま
た
、
他
の
公
的
年
金
と
通
算

市政だより(3) 

し
て
請
求
す
る
人
は
、
そ
の
期
間

な
ど
を
よ
く
調
べ
て
お
い
て
く
だ

さ
い
。年
金
額
は
、
保
険
料
を
納
め
た

月
数
に
比
例
し
て
多
く
な
り
ま
す

の
で
、
満
六
十
才
ま
で
に
完
納
し

て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
希
望
す
れ
ば
六
十
才
か

ら
で
も
も
ら
え
ま
す
が
、
年
金
額

は
少
な
く
な
り
ま
す
.

く
わ
し
い
こ
と
は
保
険
年
金
課

年
金
係
へ
間
合
わ
せ
く
だ
さ
い
.

丘、

職
業
、
身
分
な
ど
を
書
い
た
も

の
は
有
効
で
す
)

④
ど
の
候
補
者
を
書
い
た
か
ハ
ツ

キ
リ
し
な
い
も
の
。

一代
理
投
票
一

宇
を
知
ら
な
い
人
や
け
が
を
し

て
字
が
書
け
な
い
人
は
、
投
票
所

で
そ
の
旨
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

代
理
投
票
(
本
人
の
意
志
に
従
っ

て
投
票
事
務
従
事
者
が
本
人
に
代

っ
て
書
く
)
を
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

てを 孟占
くす目 :忌;
だるが i孟瓦i 
さ人見 i淫豆
いはえ l雰J
、な

投い
票人
所で
で点
申字
し投
出票

N
H
K
テ
レ
ビ
の

「
料
理
の
時
間
」
に

大
村
市
に
古
く
か
ら

伝
え
ら
れ
て
い
る

「
大
村
ず
し
」
の
作

り
方
が
、
郷
土
料
理

の
紹
介
と
し
て
つ
ぎ

の
と
お
り
放
送
さ
れ

ま
す
・
な
お
、
作
り

方
は

N
H
K
「
料
理
テ
キ
ス
ト
」

に
も
掲
載
さ
れ
ま
す
.

マ
放
送
日
時
四
月
十
日
(
土
)

午
前
九
時
四
十
分
と
午
後
三
時

四
十
分
か
ら
二
十
分
間
で
す
。

大村ずしの作り方

NHKで放送

一
投
票
所
入
場
券
一

投
票
所
入
場
券
は
、
三
月
二
十

八
日
頃
に
町
務
連
絡
員
を
経
由
し

て
、
配
布
の
予
定
で
す
が
、
も
し

も
入
場
券
が
届
か
な
い
人
は
、
選

挙
管
理
委
員
会
事
務
局
ま
た
は
関

係
出
張
所
に
問
合
せ
て
く
だ
さ
い

な
お
、
市
内
で
住
所
の
移
動
を

さ
れ
た
人
で
も
、
投
票
所
入
場
券

に
記
載
さ
れ
た
投
票
所
で
な
け
れ

ば
投
票
で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意

く
だ
さ
い
。

一
投
票
所
に
は
、
入
場
券
を
一

投
票
所
で
は
必
ず
投
票
所
入
場

券
を
受
付
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い

入
場
券
を
な
く
し
た
人
は
受
付
へ

申
出
ま
し
ょ
う
。

観
光
写
真
募
集

市
内
の
四
季
を
題
材
と
し
た
観

光
写
真
を
つ
ぎ
の
と
お
り
募
集
し

ま
す
。

マ
募
集
期
間
昭
和
必
年

4
月

1

日
か
ら
同
釘
年
2
月
別
日
ま
で

マ
締
切
昭
和
釘
年
3
月
別
日

マ
賞
白
黒
、
カ
ラ

l
ス
ラ
イ
ド

カ
ラ
l
プ
リ
ン
ト
そ
れ
ぞ
れ
推

せ
ん
一
点
二
万
円
、
特
選
二
点

七
千
円
、
入
選
十
五
点
二
千
円

な
ら
び
に
副
賞

詳
し
い
応
募
方
法
は
四
局
十
日
号

の
本
誌
に
掲
載
い
た
し
ま
す
.

/ 

一
投
票
日
に
サ
イ
レ
ン
一

四
月
十
一
日
の
投
票
日
に
サ
イ

レ
ン
を
鳴
ら
し
ま
す
の
で
火
災
と

ま
ち
が
わ
な
い
よ
う
に
し
て
く
だ

さ
い
。
午
前
七
時
に
(
投
票
開
始

時
刻
)
一
分
間
吹
鳴
し
ま
す
.

一
開
票
明
暗
画
決
ー村
ー
沖
学
校
一

県
議
選
挙
の
開
票
所
は
、
西
大

村
中
学
校
体
育
館
で
、
午
後
七
時

三
十
分
か
ら
開
票
を
始
め
ま
す
。

(
開
票
所
臨
時
電
話
六
四

O
七
)

事
業
主
の
方
へ
お
ね
が
い

四
月
十
一
日
は
、
日
曜
日
で
す

が
、
市
内
の
商
居
、
事
業
所
等
に

勤
務
さ
れ
て
い
る
選
挙
人
に
対
し

投
票
す
る
た
め
の
必
要
な
時
間
を

あ
た
え
て
い
た
だ
く
よ
う
ご
協
力

く
だ
さ
い
。

ぺ

桜
と
競
っ
て
多
彩
な
催
し

桜
ま
つ
り
の
主
な
行
事
は
つ
ぎ

の
と
お
り
で
す
。

マ
四
月
四
日
日
本
舞
踊
臼
時

マ
四
月
七
日

N
B
C
公
開
録
音

①
素
人
の
ど
自
慢
①
歌
謡
パ

レ
ー
ド
(
中
曽
根
美
樹
、
三
朝

レ
イ
子
外
)
③
職
場
対
抗
歌
合

戦

臼

時

マ
四
月
九
日
日
本
民
謡
臼
時

マ
四
月
十
目
白
木
舞
踊
日
時

マ
四
月
十
一
日
民
踊

H
時

な
お
場
所
は
大
村
公
園
野
外
ス

テ
ー
ジ
と
な
っ
て
お
り
ま
す
が
、

N
B
C
公
開
録
音
は
雨
天
の
場
合

は
日
時
か
ら
市
民
会
館
で
行
な
い

ま
す
。

月日 所在地 診療科目 医院名 電話

4月
武部郷 内科 近藤医院 2527 
古町 外科 田崎医院 2345 
4日諏訪町 小児科 出口小児科 2252 
寿古郷 内 科 長崎医院 8615 

春日町内、産婦人科 中村医院 2733 1 

11日
本町 眼科 岩崎眼科 3435 
松並町 整形外科 松永整形外科 4300 
竹松郷 内科、舛科 原医院 8427 

玖島町 内 科 寺井医院 3574 

18日
東三城町 産婦人科 長野病院 2107 
東三城町 内科 岡内科 3000 
原口郷内、整形外科 橋口医院 8739 

東本町 内 科 藤井医院 3878 

25日
杭出津郷 産婦人科 中央産婦人科 3850 
杭出津郷 外科 佐藤外科 3070 
並松郷 内 科 野口医院 2339 

4月の日曜当番医
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防
衛
弘
済
会
職
員
を
募
集

防
衛
弘
済
会
大
村
航
空
基
地
隊

員
ク
ラ
ブ
の
新
設
に
と
も
な
い
、

つ
ぎ
の
と
お
り
職
員
を
募
っ
て
い

ま
す
.
職
種
は
、
現
業
職
員
二
名
で
十

八
才
以
土
二
十
五
才
ま
で
の
高
卒

以
上
の
学
歴
を
も
っ
未
婚
の
女
子

と
な
っ
て
い
ま
す
。

初
任
給
は
、
二
万
五
千
円
程
度

よ
り
学
歴
、
年
数
に
よ
り
ち
が
い

らおおむ市政だより

が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
手
当
、
賞

与
、
昇
給
な
ど
に
つ
い
て
は
、
国

家
公
務
員
給
与
に
準
じ
ま
す
。

受
付
け
は
、
昭
和
四
十
六
年
四

月
八
日
ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
の

で
履
歴
書
(
市
販
の
用
紙
に
写
真

添
付
)
一
通
を
提
出
く
だ
さ
い
。

選
考
は
、
昭
和
田
十
六
年
四
月

八
日
、
午
前
九
時
か
ら
作
文
を
お

こ
な
い
ま
す
。

採
用
予
定
日
は
、
昭
和
四
十
六

狂
犬
病
の
予
防
注
射
と
犬
の
登
録

昭
和
四
十
六
年
度
、
犬
の
登
録

と
、
芳
一
回
狂
犬
病
予
防
注
射
を

つ
ぎ
の
と
お
り
行
な
い
ま
す
。
対

象
犬
は
生
後
九
十
一
日
以
上
で
す 四

月
十
二
日
か
ら
実
施

手
数
料
は
登
録
一
頭
に
つ
い
て
、

三
百
円
で
予
防
注
射
は
一
頭
に
、

二
百
十
円
で
す
。

犬
は
丈
夫
な
く
さ
り
な
ど
で
つ

年
四
月
十
五
日
と
な
っ
て
い
ま
す

な
お
、
履
歴
書
提
出
者
に
対
し

て
は
、
別
に
通
知
を
し
ま
せ
ん
の

で
、
選
考
場
所
へ
定
時
ま
で
に
お

い
で
く
だ
さ
い
。

履
歴
書
の
提
出
先
お
よ
び
選
考

場
所
大
村
市
今
津
郷
海
上
自
痛

隊
大
村
航
空
隊
厚
生
班
気
付
財

団
法
人
防
衛
弘
済
会
大
村
航
空
基

地
事
業
所

な
い
で
つ
れ
て
き
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
登
録
と
注
射
が
済
ん
だ

犬
に
は
、
首
輪
に
必
ず
鑑
札
を
つ

け
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
当
日
は
受
付
け
が
た
い
へ

ん
混
雑
し
ま
す
の
で
、
つ
り
銭
が

い
ら
な
い
よ
う
ご
協
力
く
だ
さ
い

※
昼
食
時
は
休
み
ま
す

犬の登録と狂犬病予防注射日程表

実 施 時間

4J312日市役所(裏側) 9.30-15.30 

今村公民館 10.00-10 30 

4月13日 溝陸公民館 11;00-11.30 
‘三浦出張所 13.00-14.00 
農協西部支所 14.30-15.0。
鈴田出張所 9.30-12.0。
岩松駅前広場 13.00-14.00
大多武婦人ホーム 14.30----15.30 

4月15日 西大村出張所 9.30-15.30 

黒木小学校下 11.00-11.30
4月16日 萱瀬出張所 13.00-14.00
宮代バス停 14.10-14.30
農協第一支所(荒瀬) 14.50-1530 

諏訪公民館 9.30-11.30 
4月19日 池田公民館 13.30-14.00 
微神堂前広場 14.30-15.30 

9.30-10.0。
4月20日 東光寺公民館 10.15-10.45 
武留路公民館 11. 00-11. 30 
松原出張所 13.00-14.30 

4月21日 竹松出張所 9.30----15.30 

4月22日
福重出張所 9.30-11.30
富ノ原公民館前 |1330~M

I 4月23B 大村保健所 9.30-15.30

/ 

イー

グ
小
児
マ
ヒ
d

予
防
の
生

ワ
ク
チ
ン
投
与
を
実
施

対
象
者
は
生
後
三
カ
月
以
上
経

過
し
た
人
で
初
回
投
与
を
し
て
い

な
い
人
、
お
よ
び
二
回
目
の
投
与

が
す
ん
で
い
な
い
人
で
す
。

V
料
金
は
無
料
で
す
が
、
昭
和

四
十
五
年
度
の
市
民
税
の
税
額
を

お
た
ず
ね
し
ま
す
の
で
、
必
ず
調

べ
て
き
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
こ
の
投
与
を
さ
け
ね
ば
な

ら
な
い
人
は
、
発
熱
や
下
痢
を
と

も
な
う
急
性
疾
患
者
や
重
症
結
核

者
、
心
臓
血
管
系
疾
患
者
、
病
後

衰
弱
者
、
栄
養
障
害
者
、
種
痘
接

種
後
一
カ
月
を
経
過
し
て
い
な
い

人
、
お
よ
び
麻
L
ん
の
予
防
接
種

後
一
カ
月
を
経
過
し
て
い
な
い
人

で
す
か
ら
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

日
一
日
一
日

一
日
一
日
一

世

一

q
u
一

AA

一
ロ

υ
一

R
V
3司

王
J

一
司
よ
一

1
i

一

1
i

一

1
i

二・

μ

j

一
月
一
月

一
月

一
月

一山

川
4
」一

8
4
A

一

凋

4
A

一

A
吐

一

S
4晶
一
『

1
1
1
1「
1
l
l
ト
l
ト
1
l一時

豆
町
一
舘
一
舘
一
所
一
所
一所
一
所
一
所
一院一所一

4

1
一民
一塁
療
一
一
張
一
張
一病
一
張
一
判

会
一公
一一

一
一
一
一
一
一

一三

一町
一
公
一
出
一
診
一役
一
出
一
出
一
一
出
一
寸

与
一は
一
訪
一回
一
旦
一
原
一
重
一
立
一
瀬
一
出

投

亘
書

一
三
一
市
一
松
一
福
一
市
一萱
一
問

葬
祭
費
五
千
円
に

国
民
健
康
保
険
の
被
保
険
者
が

死
亡
さ
れ
た
と
き
に
は
そ
の
葬
祭

を
行
な
う
も
の
に
対
し
て
五
千
円

を
支
給
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た

2 

~" 

/ 

.唱J
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